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【
漢
検
漢
字
文
化
研
究
奨
励
賞
】
佳
作

『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
振
り
仮
名
の
研
究

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科　

博
士
後
期
課
程
2
年　

石
井　

久
美
子

一　

は
じ
め
に

　

『
牛
店
雑
談
安
愚
楽
鍋
』
は
、
戯
作
者
仮
名
垣
魯
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
明
治
四

（
一
八
七
一
）
～
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
初
編
、
二
編
上
下
、
三
編
上
下
の
全
三
編

か
ら
な
る
。
当
時
、
流
行
の
先
端
に
あ
っ
た
牛
店
が
舞
台
で
あ
り
、
そ
こ
に
牛
鍋
を
食
べ
に
来
た
客
の

語
り
が
、
全
一
八
話
収
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
学
研
究
に
お
い
て
は
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
て
き
た

資
料
で
あ
り
、
先
行
研
究
は
非
常
に
多
い
。
例
え
ば
、
本
稿
と
も
関
係
の
深
い
、
表
記
や
語
彙
に
関
す

る
主
な
研
究
に
は
、
鈴
木
（
一
九
七
二
） 1

の
漢
語
調
査
や
、
飛
田
（
一
九
七
八
） 2

の
語
種
調
査
、
飛

田
（
一
九
八
八
） 3

の
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
割
合
の
調
査
、
久
保
田
（
一
九
九
八
） 4

の
送
り
仮
名

の
調
査
、
そ
し
て
、
岡
本
（
一
九
九
一
） 5

の
廃
語
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
の
調
査
な
ど
が
あ
る
。
先
行

研
究
の
中
で
、
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

仮
名
と
漢
字
を
併
記
す
る
用
法
（
以
後
、
二
重
表
記
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
の
注
目
度
は
低
い
。
本
稿
の

目
的
は
、『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
振
り
仮
名
と
漢
字
の
二
重
表
記
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
な
形
式
的

特
徴
が
あ
る
か
、
そ
し
て
、
人
物
像
の
形
成
に
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

『
安
愚
楽
鍋
』
の
表
記
的
特
徴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
に
な
い
試
み
と
し
て
、『
仮
名

読
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
、
内
容
や
文
体
が
似
て
い
る
と
さ
れ
る
「
開か

い

化く
わ

謔う
そ

競く
ら
べ」

と
の
比
較
を
行
う
。

二　

研
究
材
料
と
研
究
方
法

　

研
究
材
料
と
し
て
、『
安
愚
楽
鍋
』
は
、
底
本
に
、『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
9　

牛
店
雑
談
安
愚

楽
鍋
用
語
索
引
』 6

所
収
の
影
印
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
」
を
使
用
し
た
。
こ
の
影
印
を
収
録
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、「
索
引
の
本
文
と
す
る
底
本
を
覆
刻
す
る
に
あ
た
り
、
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
、
揃

い
で
、も
っ
と
も
初
刻
に
近
い
と
思
わ
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
底
本
に
使
用
し
た
」（
二
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
当
時
の
表
記
の
確
認
に
適
切
な
資
料
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

比
較
材
料
に
挙
げ
た
「
開
化
謔
競
」
は
、
底
本
に
『
復
刻　

仮
名
読
新
聞
』（
全
九
巻
、
明
石
書
店
、

一
九
九
二
）
を
用
い
た
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、版
の
寸
法
を
縮
小
し
て
は
い
る
も
の
の
、

「
原
紙
を
、
そ
の
ま
ま
複
写
し
た
影
印
複
製
版
」
で
あ
り
、
当
時
読
ま
れ
て
い
た
表
記
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
資
料
で
あ
る
。

　

研
究
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

『
安
愚
楽
鍋
』
は
、
登
場
人
物
の
会
話
部
分
に
焦
点
を
置
き
、
序
な
ど
は
参
照
す
る
に
と
ど
め
た
。

登
場
人
物
は
以
下
の
二
〇
人
 7

で
あ
る
。

西
洋
好
・
墮
落
個
・
鄙
武
士
・
野
幇
間
・
諸
工
人
・
生
文
人
・
娼
妓
・
半
可
・
歌
妓
・
文

（
マ
マ
）

盲
・
人

車
・
士
・
町
人
・
商
法
個
・
芝
居
者
・
藪
医
生
・
落
語
家
・
茶
店
女
（
こ
ろ
）・
茶
店
女
（
ひ
き
）・

新
聞
好
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こ
の
う
ち
、
職
業
や
挿
絵
か
ら
わ
か
る
の
だ
が
、
娼
妓
・
歌
妓
・
茶
店
女
（
こ
ろ
）・
茶
店
女
（
ひ
き
）

は
女
性
で
あ
る
。
ま
た
、
鄙
武
士
・
生
文
人
・
士
・
藪
医
生
・
新
聞
好
と
い
う
、
漢
語
率
の
高
い
人
物

五
人
を
、
鈴
木
（
一
九
七
二
） 8

で
は
「
漢
語
使
用
層
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
性

別
や
「
漢
語
使
用
層
」
の
枠
組
み
を
用
い
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

　

『
安
愚
楽
鍋
』
で
得
た
結
果
は
、「
開
化
謔
競
」
と
比
べ
る
。「
開
化
謔
競
」
は
『
仮
名
読
新
聞
』
に

全
一
一
回
に
渡
っ
て
連
載
さ
れ
た
戯
作
で
あ
る
。
冒
頭
に
人
物
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
登
場
人
物
に
よ

る
語
り
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
各
話
の
体
裁
が
『
安
愚
楽
鍋
』
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
類
似
点
が
あ
り
な
が
ら
、
表
記
の
面
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、『
安
愚

楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
の
特
徴
を
掴
む
。

　

語
の
認
定
に
つ
い
て
は
、『
安
愚
楽
鍋
』
も
「
開
化
謔
競
」
も
、『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
9　

牛

店
雑
談
安
愚
楽
鍋
用
語
索
引
』
の
「
凡
例
」
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

　
　

漢
字
と
ふ
り
が
な
と
の
関
係
は
、
ふ
り
が
な
を
語
認
定
の
基
準
と
し
た
。

（
一
四
ペ
ー
ジ
）

と
あ
り
、
原
則
と
し
て
は
こ
の
方
針
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
振
り
仮
名
と
漢
字
の
関
係
性
を
考
え
る
た

め
、

ふ
り
が
な
と
漢
字
が
対
応
し
な
い
場
合
、
た
と
え
ば
「
開よ

の

ひ

ら

け

る

化
文
明
」（
二
下
一
七
ウ
3
）
は
、「
よ
」

「
の
」「
ひ
ら
け
る
」
の
三
語
と
し

と
さ
れ
て
い
る
が
、
振
り
仮
名
が
こ
の
よ
う
に
句
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は

「
開よ

の

ひ

ら

け

る

化
文
明
」
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
考
え
る
独
自
の
基
準
を
設
け
た
。
ま
た
、
漢
字
に
ひ
ら
が
な

の
振
り
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
以
外
に
も
、
二
重
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関

し
て
は
全
て
を
対
象
と
し
た
。
以
後
、
例
え
ば
、「
安あ

愚ぐ

楽ら

鍋な
べ

」
と
い
う
語
な
ら
、「
あ
ぐ
ら
な
べ
」
の

部
分
を
「
振
り
仮
名
部
分
」、「
安
愚
楽
鍋
」
の
部
分
を
「
本
行
部
分
」
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。

三　

分
析

三
―
一　

振
り
仮
名
の
形
式

　

ま
ず
、『
安
愚
楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
の
形
式
的
特
徴
を
見
て
い
く
。

　

『
安
愚
楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
右
振
り
仮
名
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
以
下
の
三
種

が
見
ら
れ
る
。

・
両
振
り
仮
名　

例　

　

　

・
右
振
り
漢
字　

例　

・
左
振
り
漢
字　

例　

両
振
り
仮
名
と
い
う
の
は
、
本
行
部
分
に
対
し
、
左
右
両
側
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
表
記
を
い

う
。
右
振
り
仮
名
は
ひ
ら
が
な
で
音
を
示
し
、
左
振
り
仮
名
は
カ
タ
カ
ナ
で
意
味
を
示
し
て
い
る
と
い
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う
特
徴
が
あ
る
。
人
物
別
に
見
る
と
、『
安
愚
楽
鍋
』
で
は
鄙
武
士
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る

マ
コ
ト
ニ

。「
誠せ

い

実じ
つ

賞し
よ
う

味み

い
た
す
で
ご
ざ
る
」
と
い
う
例
を
取
り
上
げ
る
と
、「
誠せ

い

実じ
つ

」
と
い
う
本
行
部
分
の
漢
字
と
右
振

り
仮
名
で
表
さ
れ
た
漢
語
は
大
げ
さ
な
も
の
で
あ
り
、こ
こ
で
の
語
の
選
択
と
し
て
も
適
切
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
左
振
り
仮
名
で
「
マ
コ
ト
ニ
」
と
本
来
使
わ
れ
る
べ
き
一
般
的
な
言
い
方
が
示
さ
れ
る
こ
と

で
、
読
者
は
ふ
さ
わ
し
い
語
と
意
味
を
知
る
と
同
時
に
、
鄙
武
士
が
用
い
て
い
る
漢
語
の
異
様
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
振
り
漢
字
と
い
う
の
は
、
本
行
部
分
の
ひ
ら
が
な
に
対
し
、
右
な
い
し
左
に
つ
け
ら
れ
た
漢

字
の
こ
と
を
い
う
。
先
行
研
究
に
ま
と
ま
っ
た
指
摘
が
な
い
が
、
本
稿
で
は
振
り
漢
字
も
振
り
仮
名
の

一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
に
登
場
す
る
振
り
漢
字
は
、
全

一
四
例
で
あ
る
。【
表
1
】
は
、
本
行
部
分
の
ひ
ら
が
な
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
振

り
漢
字
を
示
し
て
い
る
。
表
の
「
本
行
部
分
」
の
欄
は
振
り
漢
字
と
対
応
し
て
い
る
部
分
だ
け
を
抜
き

出
し
て
い
る
の
で
、
後
続
語
を
合
わ
せ
る
と
元
の
一
語
に
復
元
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
ど
の
人

物
の
語
り
に
登
場
す
る
か
は
使
用
者
の
欄
に
、
ま
た
そ
の
性
別
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
を
み
る
と
、

一
四
例
中
一
二
例
が
右
振
り
漢
字
で
、
残
り
の
二
例
が
左
振
り
漢
字
で
あ
る
。「
お
ツ
ち
や
ん
（
お
つ

ち
や
ん
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
左
振
り
漢
字
と
右
振
り
漢
字
の
両
方
が
見
ら
れ
る
た
め
、
両
者
の

間
に
意
味
的
な
使
い
分
け
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
左
振
り
漢
字
は
例
外
と
考
え
る
と
、
左
振
り
漢

字
の
二
例
に
共
通
す
る
の
は
、【
図
1
】
の
よ
う
に
丁
表
の
一
行
目
に
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

位
置
は
匡
郭
や
綴
じ
目
と
の
接
近
に
よ
り
読
み
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
振
り
漢
字
の
左
右
の
区
別
は
紙
面
の
制
約
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

【
表
1
】
の
話
者
に
注
目
す
る
と
、「
漢
語
使
用
層
」
は
見
当
た
ら
ず
、
全
一
四
例
中
半
分
が
女
性
で

あ
る
。
女
性
は
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
的
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
語
句
の
切
れ
目
が
わ
か

【表1】『安愚楽鍋』の振り漢字
左振り漢字 本行部分 右振り漢字 後続語 使用者 性別

盗 どろぼう ころ 女

音 おツ ちやん 娼妓 女

おつ 音 ちやん 娼妓 女

やつ 通 て 娼妓 女

きんちや 客人 ひき 女

はやし 廢止 ひき 女

どんたく 日曜日 歌妓 女

こつ 凝 て 芝居者 男

わき 他 町 芝居者 男

ねへ 下女 さん 芝居者 男

こねへだ 此間 芝居者 男

あンねへ 女 諸工人 男

なか 吉原 堕落個 男

ふとつ 肥 た 半可 男

【図1】『安愚楽鍋』の左振り漢字
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り
に
く
く
、
意
味
が
取
り
に
く
い
。
振
り
漢
字
を
用
い
る
と
、
漢
字
を
本
行
部
分
で
は
な
く
振
り
仮
名

部
分
に
用
い
る
た
め
字
が
小
さ
く
目
立
た
ず
、
視
覚
的
な
印
象
が
ひ
ら
が
な
に
集
中
す
る
。
同
時
に
漢

字
に
よ
っ
て
意
味
が
取
り
や
す
く
な
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
両
振
り
仮
名
や
振
り
漢
字
に
も
注
目
し
、
振
り
仮
名
の
形
式
を
見
て
き
た
が
、『
安
愚
楽

鍋
』
に
は
、振
り
仮
名
と
同
時
に
考
え
る
べ
き
表
記
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
交
ぜ
書
き
」
と
「
部

分
ル
ビ
」
で
あ
る
。

　

「
交
ぜ
書
き
」
と
は
、
語
を
漢
字
と
仮
名
と
を
交
ぜ
て
書
く
こ
と
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
、
画
数
の

多
い
漢
字
が
開
か
れ
て
い
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、

げ
い
人に

ん　

な
ま
け
者も

の　

道だ
う

く
わ
ん
山や

ま　

口く
ち

ば
し
ツ
た

な
ど
が
あ
り
、
三
一
八
例
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
ご
と
に
交
ぜ
書
き
の
延
べ
語
数
を
示
し
た

の
が
【
表
2
】
で
あ
る
。
各
話
の
長
さ
が
違
う
た
め
、単
純
に
数
字
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

網
掛
け
で
示
し
た
女
性
（
歌
妓
、
娼
妓
、
こ
ろ
、
ひ
き
）
は
交
ぜ
書
き
が
多
く
、
※
印
で
示
し
た
「
漢

語
使
用
層
」（
藪
医
生
、
生
文
人
、
新
聞
好
、
士
、
鄙
武
士
）
に
は
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
武

士
階
級
や
新
し
も
の
好
き
の
人
物
に
は
少
な
い
表
記
で
あ
り
、
女
性
や
教
養
の
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
人
物
に
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
表
記
だ
と
い
え
る
。

　

一
方
、「
部
分
ル
ビ
」
と
は
、
本
行
部
分
の
漢
字
の
一
部
に
だ
け
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の

の
こ
と
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
、
画
数
の
少
な
い
漢
字
に
は
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
全
部
で

九
九
例
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
。

・
固
有
名
詞
…
…
…
…
諏す

訪は

町　

小こ

林
平へ

い

八は
ち

郎ろ
う

・
数
字
を
含
む
語
…
…
十
八
番ば

ん　

日に
つ

本ぼ
ん

一

・
字
音
…
…
…
…
…
…
異ゐ

人
館

く
わ
ん　

餓が

死
す
る

・
字
訓
…
…
…
…
…
…
持も

ち

上
て　

大
通ど

ほ

り

「
数
字
を
含
む
語
」
で
は
数
字
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
な
い
。
そ
の
例
は
三
四
例
に
上
っ
た
。
数
字
は
、

数
量
を
表
す
意
味
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、「
一
覧ら

ん

」
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
た
。

　

次
に
多
く
見
ら
れ
た
固
有
名
詞
は
人
名
、
地
名
、
店
名
な
ど
一
七
例
が
あ
っ
た
。
人
名
は
八
例
あ
り
、

「
房ふ

さ

八
」
の
よ
う
な
数
字
部
分
に
振
り
仮
名
の
な
い
例
が
見
ら
れ
た
。
地
名
は
八
例
で
、そ
の
う
ち
「
町
」

が
つ
く
も
の
が
七
例
で
あ
っ
た
。「
馬ば

く

ろ喰
町
」
の
よ
う
に
「
ち
ょ
う
」
と
訓
む
と
考
え
ら
れ
る
例
と
、

「
室む

ろ

町
」
の
よ
う
に
「
ま
ち
」
と
訓
む
と
考
え
ら
れ
る
例
の
両
方
が
見
ら
れ
た
。
店
名
は
「
伊い

勢せ

六
」

の
一
例
で
、
人
名
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
数
字
に
振
り
仮
名
の
な
い
例
で
あ
っ
た
。

　

部
分
ル
ビ
は
、
人
物
別
に
見
る
と
、
娼
妓
、
こ
ろ
、
ひ
き
な
ど
の
女
性
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て

い
な
い
一
方
で
、
藪
医
生
に
二
五
例
と
特
に
多
く
見
ら
れ
る
。
藪
医
生
は
、
部
分
ル
ビ
だ
け
で
な
く
、

【表 2】『安愚楽鍋』の
交ぜ書き

人物 交ぜ書き

半可 35

歌妓 33

娼妓 25

文盲 23

落語家 23

人車 22

墮落個 19

諸工人 19

ころ 18

芝居者 15

※薮医生 14

ひき 12

※生文人 11

野幇間 10

町人 10

商法個 9

※新聞好 7

西洋好 5

※士 5

※鄙武士 3

計 318
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漢
字
の
み
の
表
記
も
数
多
く
併
存
し
て
お
り
、字
音
の
「
名
目
」「
壽
命
」、字
訓
の
「
持
前
」「
若
イ
者
」、

固
有
名
詞
の
「
兩
国
」、
数
字
を
含
む
「
二
合
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
部
分
ル
ビ
を
用
い
る
と
、
振
り

仮
名
部
分
に
小
書
き
さ
れ
る
ひ
ら
が
な
の
量
が
減
り
、
全
体
的
な
印
象
を
漢
字
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
藪
医
生
は
、
中
国
の
医
書
で
あ
る
「
傷
寒
論
」
の
「
国
字
解
も
わ
か
り
か
ね
る
」
よ
う
な
人

物
で
あ
り
な
が
ら
、
過
剰
な
ま
で
の
漢
字
表
記
の
印
象
づ
け
に
よ
っ
て
い
か
が
わ
し
さ
が
助
長
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
部
分
ル
ビ
は
、
訓
み
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
視
覚
的
な
印
象
を
漢
字
に

集
中
さ
せ
、「
知
識
」
の
あ
る
人
物
を
描
く
の
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

三
―
二　

振
り
仮
名
の
漢
字
と
の
関
係

　

『
安
愚
楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
の
う
ち
、
音
読
み
や
訓
読
み
、
熟
字
訓
や
そ
れ
に
準
じ
る
よ
う
な
、
漢

字
の
訓
み
方
を
示
す
例
は
八
七
％
見
ら
れ
る
。
残
り
の
一
三
％
は
、
振
り
仮
名
部
分
と
本
行
部
分
の
訓

み
が
一
致
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

・
あ
て
字　

振
り
仮
名
が
本
文
…
混ご

つ

た雜
煮に　

騰た

貴か
い　

彼あ

す

こ楼

　
　
　
　
　

漢
字
が
本
文
…
…
…
情い

ゝ
ひ
と人　

開よ

の

ひ

ら

け

る

化
文
明　

幇
を
と
こ
の
こ間

・
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
…
風こ

し
れ
へ俗　

外げ
へ
ぶ
ん聞　

女ぢ
よ

郎ろ

衆し
ゆ　

人し
と

・
外
来
語　
　

翻
訳
…
傳て

れ
が
ら
ふ

信
機

　
　
　
　
　
　

音
借
…
羅ら

紗し
や

　

人
物
別
に
見
る
と
、
漢
語
使
用
層
の
う
ち
の
三
人
（
生
文
人
、
新
聞
好
、
藪
医
生
）
は
、
振
り
仮
名

の
用
法
と
し
て
漢
字
の
訓
み
方
を
示
す
割
合
が
九
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
非
常
に
高
い
割
合
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
振
り
仮
名
部
分
と
本
行
部
分
の
訓
み
が
一
致
し
な
い
も
の
の
割
合
は
、
人
物
に

よ
っ
て
二
％
～
二
九
％
の
開
き
が
あ
る
。

　

人
物
像
と
関
係
す
る
と
い
う
観
点
で
考
え
る
と
、「
あ
て
字
」
の
中
に
、「
藝ね

妓こ

」
の
よ
う
な
集
団
語

も
み
ら
れ
る
が
、問
題
と
し
た
い
の
は
「
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
」
を
示
す
振
り
仮
名
で
あ
る
。「
音
訛
・

標
準
語
外
の
音
」
を
示
す
振
り
仮
名
と
は
、「
が
い
ぶ
ん
（
外
聞
）」
が
「
げ
へ
ぶ
ん
」
と
な
る
よ
う
な

音
訛
や
、「
ひ
と
（
人
）」
を
「
し
と
」
と
い
う
よ
う
な
標
準
語
外
の
音
を
示
す
振
り
仮
名
の
こ
と
で
あ

る
。
音
訛
に
つ
い
て
は
、
古
田
（
一
九
七
七
ａ
） 9

、
古
田
（
一
九
七
七
ｂ
）10

で
、
振
り
仮
名
に
限
ら
ず
、

「
原
形
」
と
「
訛
形
」
の
比
較
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
表
記
形
式
を
振
り
仮
名
に
限
り
、

標
準
語
外
の
音
を
示
す
も
の
を
加
え
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

「
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
」
を
示
す
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、
そ
の
出
現
頻
度
の
高
い
人
物
は
諸
工
人
、

人
車
、
文
盲
、
芝
居
者
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
物
が
語
る
各
話
の
振
り
仮
名
全
体
に
お
け
る
音
訛
・
標

準
語
外
の
音
の
割
合
を
【
表
3
】
に
ま
と
め
た
。
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、

男
性
で
、
身
分
の
低
い
者
や
教
養
の
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
だ
と
わ
か

る
。
特
に
、
音
訛
に
つ
い
て
は
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
例
え
ば
、【
表
3
】
で
最

も
割
合
の
多
か
っ
た
諸
工
人
で
は
、「
附つ

き
ゑ合ゝ

」「
処と

け

へ
」「
一い

つ
ぺ
ゑ抔

」「
帰け

へ
ツ
て
」
な

ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
女
性
の
登
場
人
物
の
語
り
に
は
音
訛
を
示
す
振
り

仮
名
は
見
ら
れ
ず
、「
人し

と

」
や
「
人り

ん
り
き
し
や

力
車
」
の
よ
う
な
標
準
語
外
の
音
を
示
す
振

り
仮
名
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
振
り
仮
名
は
、
漢
字
と
の
二
重
表
記
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

漢
字
の
訓
み
方
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
外
来
語
や
集
団
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
語
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
で
は
、
中
で
も
「
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
」

【表3】『安愚楽鍋』の音訛・標準
語外の音の上位使用者

諸工人 18％

人車  9％

文盲  5％

芝居者  5％
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を
示
す
振
り
仮
名
が
、
男
性
で
身
分
の
低
い
者
や
教
養
の
な
い
者
を
描
く
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

三
―
三　

振
り
仮
名
と
い
う
二
重
表
記
の
活
用

　

こ
こ
ま
で
『
安
愚
楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
を
形
式
や
漢
字
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
、
登
場
人

物
に
合
わ
せ
た
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
漢
字
と
仮
名
を
組
み
合

わ
せ
ら
れ
る
と
い
う
二
重
表
記
の
利
点
を
活
か
し
た
使
い
分
け
の
具
体
例
を
二
つ
挙
げ
る
。

　

一
つ
目
は
、「
牛
」の
訓
み
分
け
で
あ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』の
中
に
登
場
す
る
訓
み
方
と
し
て
は
、「
ぎ
う
」

「
う
し
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
両
方
と
も
音
読
み
、
訓
読
み
通
り
で
あ
り
、
単
体
で
見
る
と
こ
れ
と
い
っ

た
特
徴
は
な
い
が
、
使
用
人
物
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、【
表
4
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、「
牛
」

を
「
う
し
」
と
「
ぎ
う
」
の
ど
ち
ら
で
訓
ん
で
い
る
か
で
使
用
者
11

を
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、女
性
全
員
（
歌
妓
、娼
妓
、こ
ろ
、

ひ
き
）
が
「
う
し
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
男
性
は
、「
う

し
」
も
「
ぎ
う
」
も
使
用
者
が
お
り
、
落
語
家
の
よ
う
に
両
方
を
使

う
人
物
も
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
男
女
の
使
い
分
け
と
い
う
視
点

で
考
え
る
と
、
女
性
に
は
漢
語
よ
り
和
語
の
振
り
仮
名
が
選
択
さ
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
が
把
握
で
き
る
。

　

二
つ
目
は
、「
な
か
」
と
い
う
語
を
「
吉
原
」
の
意
味
で
使
っ
て

い
る
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
の
中
に
は
全
部
で
六
例

見
ら
れ
る
。
そ
の
使
用
者
を
次
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。

　

Ａ　

遊
郭
関
係
者
…
野
幇
間
、
歌
妓
、
茶
店
女
（
ひ
き
）

　

Ｂ　

遊
郭
関
係
者
以
外
…
墮
落
個
、
落
語
家

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
沿
っ
て
用
例
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

　

Ａ　

遊
郭
関
係
者

　
　

・
な
ん
で
も 

北な

里か 

の
お
茶ち

や

屋や

の
妻さ

い
く
ん君

か
（
野
幇
間
）

　
　

・
わ
ち
き
な
ん
ざ
ア
十
三
の
と
き 

北な

か廓 

で
ひ
ろ
め
を
し
て
（
歌
妓
）

　
　

・ 

北な

廓か 

へ
で
も
は
し
け
て
し
ま
は
れ
る
と
勘か

ん

定じ
や
うず

く
だ
は
ね
（
ひ
き
）

　

Ｂ　

遊
郭
関
係
者
以
外

　
　

・
ダ
ガ
ノ
お
い
ら
の
や
う
に
年ね

ん

び
や
く
年ね

ん

中ぢ
う 

吉な

原か 

へ
計ば

か

り
は
い
り
こ
ん
で
ゐ
ち
や
ア
（
墮
落
個
）

　
　

・
か
け
が
へ
の
ね
へ
大お

ほ

楮さ

幣つ

を
と
う

く
一い

ち

枚ま
い

こ
す
ら
せ
ら
れ
た
ぜ
モ
ウ

く 

な吉

か原 

は
ご
め

ん

く
（
墮
落
個
）

　
　

・
そ
れ
か
ら 

吉な

原か 

の
新し

ん

席せ
き

が
は
ね
で
ご
ぜ
へ
や
す
（
落
語
家
）

こ
の
よ
う
に
、「
な
か
」
と
い
う
語
に
対
し
、
Ａ
の
遊
郭
関
係
者
は
、「
北
里
」「
北
廓
」
と
い
う
漢
字

を
使
っ
て
い
る
が
、Ｂ
の
遊
郭
関
係
者
以
外
は
「
吉
原
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
「
北
里
（
ほ

く
り
）」「
北
廓
（
ほ
っ
か
く
）」
と
い
う
の
は
吉
原
遊
郭
の
異
称
で
あ
る
。
話
し
こ
と
ば
と
し
て
「
な
か
」

と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
が
、「
北
里
」「
北
廓
」「
吉
原
」
と
い
う
漢
字
表
記
を
、

そ
の
人
物
が
吉
原
に
関
わ
る
職
業
に
就
い
て
い
る
人
物
か
ど
う
か
で
使
い
分
け
て
い
る
と
い
え
る
。
職

【表4】『安愚楽鍋』の「牛」の訓み分け
うし ぎう 両方

歌妓 牛 落語家

娼妓 西洋好

ころ 野幇間

ひき

士

芝居者

商法個

半可
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業
上
吉
原
と
の
繋
が
り
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
者
は
異
称
で
の
漢
字
表
記
を
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
最

も
わ
か
り
や
す
い
「
吉
原
」
の
表
記
を
用
い
る
。
こ
の
よ
う
に
集
団
語
を
用
い
る
人
物
か
ど
う
か
を
漢

字
で
表
現
し
、
そ
の
人
物
像
を
形
成
す
る
の
に
役
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　
「
開
化
謔
競
」
と
の
比
較

　

『
安
愚
楽
鍋
』
の
作
者
仮
名
垣
魯
文
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
一
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
仮
名

読
新
聞
』
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
『
仮
名
読
新
聞
』
は
、
明
治
初
期
の
三
大
小
新
聞
の
一
つ

で
、
表
記
と
し
て
は
総
ル
ビ
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

　

「
開
化
謔
競
」
は
、『
仮
名
読
新
聞
』
の
第
三
百
四
十
六
号
（
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
四
月
二
三
日
）

～
第
四
百
四
十
八
号（
明
治
一
〇
年
八
月
二
〇
日
）に
全
一
一
回
に
渡
っ
て
連
載
さ
れ
た
。「
開
化
謔
競
」

に
つ
い
て
、
土
屋
（
一
九
九
二
）12

は
、「
弟
子
や
投
書
家
と
と
も
に
新
た
な
戯
作
の
試
み
を
紙
上
で
行
っ

て
い
た
よ
う
だ
」
と
し
、

「
仮
名
読
珍
聞
」
欄
に
連
載
さ
れ
た
「
開
化
謔
競
」
は
、
内
容
も
文
体
も
『
安
愚
楽
鍋
』
の
続
編

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
仮
名
垣
一
派
に
属
す
る
有
名
投
書
家
た
ち
が
署
名
し
て

い
る
が
、
無
署
名
の
回
も
あ
り
、
そ
れ
は
魯
文
に
よ
る
も
の
だ
と
推
せ
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

「
開
化
謔
競
」の
表
記
を『
安
愚
楽
鍋
』と
比
較
す
る
と
、次
の
よ
う
な
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

「
歸か

へ

り
」「
時と

計け
い

」
な
ど
音
読
み
や
訓
読
み
、
熟
字
訓
や
そ
れ
に
準
じ
る
よ
う
な
、
漢
字
の
訓
み
を
示
す

振
り
仮
名
の
用
法
か
、そ
れ
以
外
か
に
分
け
る
と
、そ
の
割
合
が
非
常
に
近
い
点
で
あ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』

で
は
、
漢
字
の
訓
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
八
七
％
、
残
り
が
一
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
開
化
謔
競
」

で
は
、
漢
字
の
訓
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
八
六
％
、
残
り
が
一
四
％
で
非
常
に
近
い
。

　

各
回
ご
と
に
割
合
を
求
め
る
と
、【
表
5
】13

の
よ
う
に
な
る
。
漢
字
の
訓
み
を
示
す
振
り
仮
名
が

九
〇
％
を
超
え
る
の
は
、
俳
諧
の
宗
匠
（
第
九
）、
良
醫
（
第
七
）、
法
律
家
（
第
四
）
ら
し
く
ふ
る
ま
っ

て
い
る
人
物
で
あ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
に
も
藪
医
生
が
登
場
し
た
が
、「
開
化
謔
競
」
で
も
良
医
ら
し
く

ふ
る
ま
う
藪
医
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
両
者
は
ど
ち
ら
も
漢
字
の
訓
み
を
示

す
割
合
が
九
〇
％
を
超
え
て
い
る
。『
安

愚
楽
鍋
』
も
「
開
化
謔
競
」
も
、
漢
字
の

訓
み
を
示
す
振
り
仮
名
の
割
合
が
高
い
人

物
は
、「
知
識
」
の
あ
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。

　

次
に
、「
開
化
謔
競
」
と
『
安
愚
楽
鍋
』

の
相
違
点
を
、
以
下
に
五
つ
挙
げ
る
。

　

一
つ
目
に
、「
開
化
謔
競
」
は
振
り
仮

名
の
形
式
が
右
振
り
仮
名
の
み
だ
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
に

見
ら
れ
た
両
振
り
仮
名
や
右
振
り
漢
字
、

左
振
り
漢
字
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、「
開
化
謔
競
」
は
、
仮
名
と
漢
字

の
組
み
合
わ
せ
方
が
、本
行
部
分
に
漢
字
、

【表5】「開化謔競」の振り仮名と漢字の関係
タイトル 訓みを示す それ以外

第九 擬
そうしやうめかすはいかいてんぐのうそ

宗匠俳諧天狗 詐 92.5％  7.5％

第七 擬
りやういめかすやぶいしやのうそ

良醫庸土妄誕 92.3％  7.7％

第四 疑
はうりつかめかすだいげんのうそ

法律家代言謔 91.7％  8.3％

第十 擬
せいだいめかすしんぶんきしやのうそ

盛大新聞記者虚 89.7％ 10.3％

第一 擬
とうしよかめかすうそ

投書家誕 88.5％ 11.5％

第三 擬
せいようめかすしよせいのうそ

西 洋 書 生 誕 86.8％ 13.2％

第二 擬
おほあねへぶるげいしや

大姉藝妓の法
ほ

螺
ら

85.0％ 15.0％

つづき 84.8％ 15.2％

第拾 擬
せんせいめかすおちやひきのうそ

全盛空房娼謔 84.6％ 15.4％

第六 擬
わ け し り ぬ か す と ら ね こ の う そ

譯知動亂猫食言 83.6％ 16.4％

第五 擬
しばゐつうめかすにたやまのうそ

劇場通半可誕 81.3％ 18.8％

第十一 賽
だいつうめかすなまいきのうそ

大 通 生 域 虚 80.1％ 19.9％
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振
り
仮
名
部
分
に
ひ
ら
が
な
と
い
う
一
通
り
で
あ
り
、
人
物
に
よ
っ
て
字
種
の
組
み
合
わ
せ
方
を
変
え

る
と
い
う
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
わ
か
る
。

　

二
つ
目
は
、「
開
化
謔
競
」
で
は
、
振
り
仮
名
の
な
い
漢
字
表
記
と
、
部
分
ル
ビ
を
付
し
た
表
記
の

ど
ち
ら
も
数
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
が
使
わ
れ
る
場
合
に
は
、
数
字
を
含
む
表
記
に
集
中
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
一
部
例
外
も
あ
る
が
、「
二
三
日
」「
二
丁
目
」「
七
面め

ん

鳥ち
よ
う」「

一
晩ば

ん

」
な
ど
、
数
字
を
含
む
語
に

そ
う
し
た
振
り
仮
名
の
省
略
が
集
中
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
で
は
固
有
名
詞
や
字
音
、

字
訓
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
見
ら
れ
、
人
物
を
表
記
的
に
も
描
き
分
け
て
い
た
の
と
は
状
況
が
異

な
っ
て
い
る
。「
開
化
謔
競
」
は
小
新
聞
の
特
徴
で
あ
る
総
ル
ビ
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
数
字
を
含

む
表
記
以
外
は
、
基
本
的
に
は
振
り
仮
名
を
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、「
開
化
謔
競
」
の
各
回
の
タ
イ
ト
ル
が
、
本
行
部
分
の
漢
字
に
対
し
、
句
や
文
の
振
り

仮
名
を
付
け
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。【
表
5
】
の
「
開
化
謔
競
」
の
タ
イ
ト
ル
と
、【
表

6
】
の
『
安
愚
楽
鍋
』
の
タ
イ
ト
ル
を
比
較
す
る
と
、『
安
愚
楽
鍋
』
の
助
詞
「
の
」
は
本
行
部
分
に

書
か
れ
て
い
る
が
、「
開
化
謔
競
」
で
は
一
例
を
除
き
、「
擬

そ
う
し
や
う
め
か
す
は
い
か
い
て
ん
ぐ
の
う
そ

宗
匠
俳
諧
天
狗
詐
」
の
よ
う
に
、
振
り
仮

名
の
方
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
開
化
謔
競
」
の
タ
イ
ト
ル
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、

人
物
説
明
部
分
や
登
場
人
物
の
語
り
の
部
分
で
は
見
ら
れ
な
い
。

　

四
つ
目
は
、「
開
化
謔
競
」
は
、「
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
」
を
示
す
振
り
仮
名
が
少
な
く
、
人
物
像

の
形
成
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。『
安
愚
楽
鍋
』
で
は
、「
音
訛
・
標
準
語
外
の
音
」
を
示

す
振
り
仮
名
は
、身
分
が
低
く
教
養
の
な
い
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、「
開
化
謔
競
」

で
は
全
体
の
〇
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。『
安
愚
楽
鍋
』で
三
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、

そ
の
表
現
効
果
は
小
さ
い
と
い
え
る
。

　

五
つ
目
は
、「
開
化
謔
競
」
は
、
外
来
語
の
振
り
仮
名
が
使
用
者
の
こ
と
ば
の
特
徴
を
表
す
振
り
仮

名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
外
来
語
の
振
り
仮
名
は
、『
安
愚
楽
鍋
』
に
は
、
五
例
し
か

見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
開
化
謔
競
」
で
は
二
六
例
見
ら
れ
、そ
の
う
ち
一
二
例
が
西
洋
書
生
（
第

三
）
に
登
場
す
る
例
で
あ
る
。「
莨

た
ば
こ

」
の
よ
う
な
歴
史
の
古
い
外
来
語
を
除
く
と
、
西
洋
書
生
（
第
三
）

や
法
律
家
（
第
四
）、
新
聞
記
者
（
第
十
）
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
養
の
あ
る
よ

う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
人
物
の
語
り
に
散
見
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
外
来
語
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て

は
、「
開
化
謔
競
」
の
方
が
人
物
の
語
り
の
特
徴
づ
け
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

『
安
愚
楽
鍋
』
と
「
開
化
謔
競
」
で
は
、
共
通
点
と
し
て
、
漢
字
の
訓
み
を
示
す
振
り
仮
名
と
そ
れ

以
外
の
振
り
仮
名
の
割
合
が
似
て
い
た
。
相
違
点
と
し
て
は
、
総
じ
て
『
安
愚
楽
鍋
』
の
方
が
振
り
仮

【表6】『安愚楽鍋』のタイトル一覧
編 タイトル

初

西
せいようずき

洋好の聴
きゝとり

取

墮
な ま け も の

落個の廓
くるわばなし

話

鄙
ゐ な か ぶ し

武士の獨
ひとりのみ

盃

野
の だ い こ

幇間の
おべつか

諛

諸
しよ

工
く

人
にん

の
ちうつばら

言

生
なまぶんじん

文人の會
くわいばなし

談

二上
娼
おいらん

妓の密
あくものぐひ

肉食

半
なまぎゝ

可の江
う き よ

湖 談
ばなし

二下

歌
げいしや

妓の坐
ざ

敷
しきばなし

話

文
ものしらず

盲の無
む ち や ろ ん

益論

人
じんしや

車の引
ひ

力
き

語
ごと

覆
ふく

古
こ

の方
いまやうばなし

今話

三上

商
あ き う ど

法個の胸
むなかんじやう

會計

芝
しばゐ　もの

居者の身
み び い き

贔屓

藪
や ぶ ゐ し や

医生の不
ふ

養
ようぢやう

生

落
は な し か

語家の樂
がく

屋
や

墮
をち

三下
茶
ちやみせむすめ

店女の隱
かくしぐひ

食

新
しんぶんずき

聞好の生
なまなべ

鍋
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名
を
登
場
人
物
の
語
り
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
外
来
語
に
つ
い
て
は
む
し
ろ

「
開
化
謔
競
」
が
登
場
人
物
の
語
り
の
書
き
分
け
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
安
愚
楽
鍋
』
と
「
開
化
謔
競
」
の
振
り
仮
名
の
表
れ
方
に
差
が
生
じ
た
理
由
の
一
つ

は
、
そ
の
印
刷
と
発
行
形
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
開
化
謔
競
」
を
掲
載
し
て
い
る
『
仮
名
読
新

聞
』
は
活
字
印
刷
さ
れ
、
毎
日
発
行
さ
れ
て
お
り
、
紙
面
に
も
時
間
に
も
余
裕
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

紙
面
全
体
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
本
行
部
分
に
漢
字
、
振
り
仮
名
部
分
に
仮
名
と
い
う
組
み

合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
安
愚
楽
鍋
』
は
木
板
印
刷
で
、
冊
子
の
形
態
を
と
っ
て
お

り
、
紙
面
の
制
限
も
な
い
た
め
、
使
用
で
き
る
表
記
形
式
の
選
択
の
幅
が
広
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

『
安
愚
楽
鍋
』
に
は
、
右
振
り
仮
名
だ
け
で
な
く
、
振
り
漢
字
の
活
用
や
ひ
ら
が
な
の
多
用
な
ど
、〝
表

現
〟
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
、
人
物
像
を
作
り
上
げ
る
の
に
有
効
な
表
記
と
し
て
選
択
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
明
治
初
年
に
発
行
さ
れ
た
『
安
愚
楽
鍋
』
を
材
料
に
、
振
り
仮
名
と
い
う
表
記
の
、
作
品

内
に
お
け
る
特
徴
と
役
割
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
安
愚
楽
鍋
』
の
振
り
仮
名
は
、
多
様
な
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
表
記
と
音
の
両
面
か
ら
語
り
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

形
式
と
し
て
は
、
右
振
り
仮
名
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
両
振
り
仮
名
や
振
り
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

両
振
り
仮
名
は
、
右
振
り
仮
名
と
本
行
部
分
の
漢
字
で
人
物
の
語
る
こ
と
ば
を
示
し
、
左
振
り
仮
名
で

一
般
的
な
こ
と
ば
や
意
味
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
複
数
の
情
報
を
一
度
に
表
示
す
る
こ
と
で
そ

の
間
に
あ
る
ず
れ
を
滑
稽
さ
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
振
り
漢
字
は
視
覚
的
な
印
象

が
ひ
ら
が
な
に
集
中
す
る
た
め
、
女
性
な
ど
文
章
全
体
に
ひ
ら
が
な
が
多
く
用
い
ら
れ
た
人
物
の
表
記

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

音
に
注
目
す
る
と
、
漢
字
に
対
し
訓
み
通
り
で
は
な
く
、
音
訛
や
標
準
語
外
の
音
を
示
す
振
り
仮
名

が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
階
層
の
低
い
男
性
像
が
作
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
振
り
仮
名
の
特
徴
は
、『
安
愚
楽
鍋
』
の
続
編
と
も
言
わ
れ
る
、『
仮
名
読
新
聞
』
掲
載
の

「
開
化
謔
競
」
と
の
比
較
で
も
見
ら
れ
た
。『
安
愚
楽
鍋
』
で
振
り
仮
名
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
訓

み
を
示
す
と
い
う
基
本
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
漢
字
と
仮
名
の
二
重
表
記
に
す
る
と
い

う
こ
と
に
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
と
き
は
、
仮
名
表
記
と
振
り
漢
字
、
漢
字
表
記
と
部
分
ル

ビ
の
よ
う
に
視
覚
的
な
印
象
を
揃
え
、
仮
名
表
記
や
漢
字
表
記
と
の
関
係
を
連
続
的
に
す
る
な
ど
、
二

重
表
記
の
組
み
合
わ
せ
方
に
よ
る
視
覚
的
効
果
の
違
い
に
考
慮
し
た
使
い
分
け
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
あ

る
と
き
は
音
訛
や
集
団
語
な
ど
一
般
的
な
語
で
は
な
い
も
の
を
示
す
た
め
に
、
二
重
表
記
が
複
数
の
情

報
を
盛
り
込
め
る
と
い
う
点
を
活
か
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
振
り
仮
名
は
、
訓
む
た
め
の
補
助
的
な
役
割
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
多
彩
な
振
り
仮
名
の
活
用
に
よ
り
、
各
人
物
の
こ
と
ば
の
特
徴
を
〝
表
現
〟
し
、
人
物
像
を

作
り
上
げ
る
手
段
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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保
田
篤
（
一
九
九
八
）「
明
治
初
期
の
送
り
仮
名
」『
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
三

5 

岡
本
美
保
（
一
九
九
一
）「『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
こ
と
ば
の
様
相
―
廃
語
と
片
仮
名
表
記
語
の
面
か
ら
」

熊
本
女
子
大
学
『
国
文
研
究
』
三
七

6 

斎
賀
秀
夫
・
飛
田
良
文
・
梶
原
滉
太
郎
（
一
九
七
四
）『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
9　

牛
店
雑
談
安
愚

楽
鍋
用
語
索
引
』

7 

こ
の
二
〇
人
の
ほ
か
に
、
牛
、
馬
が
登
場
す
る
「
當
世
牛
馬
問
答
」
が
あ
る
。
構
成
や
文
字
の
大
き
さ
が

異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
ひ
ら
が
な
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

8 

注
1
参
照
。

9 

古
田
東
朔
（
一
九
七
七
ａ
）「『
安
愚
楽
鍋
』
の
登
場
人
物
と
そ
の
音
訛
」『
松
村
明
教
授
還
暦
記
念
国
語

学
と
国
語
史
』
明
治
書
院

10 

古
田
東
朔
（
一
九
七
七
ｂ
）「『
安
愚
楽
鍋
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
音
訛
の
度
合
」
東
京
大
学
教
養
学
部

人
文
科
学
科
『
人
文
科
学
科
紀
要
六
七　

国
文
学
・
漢
文
学
XVIII
』

11 

「
ぎ
う
」
の
欄
に
あ
る
「
牛
」
は
、
三
編
上
の
「
當
世
牛
馬
問
答
」
に
お
い
て
馬
と
会
話
し
て
い
る
、
登

場
人
物
と
し
て
の
「
牛
」
の
こ
と
。

12 

土
屋
礼
子
（
一
九
九
二
）「
復
刻
『
仮
名
読
新
聞
』
解
説
」『
復
刻　

仮
名
読
新
聞
1
』
明
石
書
店
、
一
四

ペ
ー
ジ

13 

「
擬

せ
ん
せ
い
め
か
す
お
ち
や
ひ
き
の
う
そ

全
盛
空
房
娼
謔
」
は
本
来
「
開
化
謔
競
」
の
「
第
八
」
で
あ
る
は
ず
だ
が
、底
本
で
の
記
載
が
「
第
拾
」

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
た
。「
つ
づ
き
」
は
、「
第
拾
」
の
つ
づ
き
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
分
だ

が
、
タ
イ
ト
ル
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、【
表
5
】
で
は
タ
イ
ト
ル
を
空
欄
と
し
た
。

付
記

　

本
稿
は
、『
国
文
』
第
一
一
八
号
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
発

行
）
三
六
―
四
六
頁
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
再
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。


